





















































d叫x) x _ dJogu(x) 







du(x) 一一一一一＝f(x)dx u(x) 
となり，乙れを積分してu(x）を求めると






























































































貨幣の弾力性は一一一ーで表わされるから，もしTが変化しても zが変d log r 
化しない場合IC:は
必竺出.＇：）＿＝出笠三

















T宮 r（αhα2，α，. .. 品 y,z，・…・・）
効用の測定について 9 













いま第 i財の需要量を山，その価格を P• とすれば第 z 財の需要の第 k
財の価格1'.対する交差弾力性はつぎの式で定義される。
ぉ =dx, .主主
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αと（1ー α）の確率で起るとき， Aの効用をuとし， Bの効用をuとす
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“A Complete Scheme for Computmg All Direct and Cross De-
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(2) u’（Y) =w (Y) 
で表わす。貨幣弾力性は
dwdYdwY) Y (3）晶（Y)＝一一／一一＝且旦斗ムー7守「y d y w η 
である。






(7) u, (Y). W• (Y），ふ（Y)
で表わす。
瞬間的関数と区別して， t期からみた s期度における所得効用関数を














(12) M~xl Ut+t ([1 +g,+ (I+ r,) s] Y.) ＋仏〔（I-s)Y，〕l
1目をれの近傍で第2次の項まで展開し
(13) W• (Y,) • y，ヰ O
を仮定するならば（1目のための1階条件は
(1引 1-1+(1一町） (1 + r，） 十w.（民）g.{l + n) (1-r,) / 







-!+ (1 町） (1十円）1 + g，品＇（れ） l=O 
となる。これから nを求めると
(1司 h =___4_土ー
1 Ll ' 










































間接効用を W（九……Pn,M）と表わせば， ζれは明らかにP，・M ・・・Pn,M
Ii:関してO次同次であるから
M M 
W(P，・…・ Pn,M) ＝す（p;,p；，…・， p;)
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A群とB群の実質所得を＇＂ '" x財の消費量を X<, X" x財の価格を
P., p，，物価指数を P,,p，とすれば，上の式からつぎの関係が導かれる。
u x,) • p, p, ＝主主_J_
u x. ) p, p, w , ) 
もしx,=x，であれば，切（, ) = 1とおけばEの式はフェルナーの式と一
致する。乙の乙とはxが独立財であれば可能であり，乙の場合は問題は
乙れに適合する統計資料が得られるかどうかにしぼられる。しかしxが
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